
建設発生土の搬入及び監視体制について

財団法人城陽山砂利採取地整備公社埋立処分地管理運営規程に基づき公共工事及び

民間工事から発生する建設発生土を山砂利採取跡地に受入れ、哩戻を行なっている。

建設発生土受入れフロー図

工事契約書の写し、工事場所や発生土量など

が確認できる書類を添付する。

公社の調査員が現地において土壌分析に必

要な試料を採取する。

「土壌の汚染に係る環境基準」による26項目の
土壌分析検査を検査機関に委託して行なう。

環境基準に適合したもののみ受入れの契約を
締結する。搬入期間が1年を超える場合は、中
間検査を実施する。※注1

必要台数分の送付伝票を販売し、車両の前面

に掲示するステッカーを貸与する。
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事業所の作業員により敷き均し、締固めを行な
う。

※注1中間検査とは、搬入予定期間が概ね1年を超えるものについては、再度「土壌の汚染に

係る環境基準」による26項目の土壌分析検査を検査機関に委託して行なうもの。

※注2　定期検査とは、毎月1回埋戻を行なった土について「土壌の汚染に係る環境基準」による

26項目の土壌分析検査を検査機関に委託して行なうもの。

抜き取り検査とは、年2回運搬車両から直接試料を採取し、「土壌の汚染に係る環境基

準」による26項目の分析検査を行なうもの。
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城陽山砂利採取地整備公社の検査内容

検査の種類及び内容

種別 対象となる工事、残土 実施時期
検　 査
項　 目

検体採取方法 検体採取数

事前 全て 搬入前 2 6 下記のとおり 原則として

検査 随時 項 目 1検体／工事

中間 概ね1年以上継続する工事 搬入開始 2 6 下記 のとおり 原則 として

検査 1年後 項 目 1検体／工事

抜取 搬入予定量が5 0 0 立方メー 概ね年 2回 9 搬 入 車 両 か ら 1検体／車両

検査 トル以上の工事を対象 とし、

原則的には事前分析結果が

基準値 に近い場合 、その他

必要性が認 められる工事か

ら発生した残土

項 目

（2 6

項 目）

採取

定 毎 残 土の受入 を行なっている 月 1回 9 搬 入 土 か ら採 1 検 体 ／ 事 業

期
検
査

月 全ての事業所

但し1ケ月間搬入がなければ

省略することができる

項 目
（26

項 目）

取 所

年 残 土の受入 を行なっている 年 1回 2 6 搬 入 土 か ら採 1 検 体 ／ 事 業
1
回

全ての事業所 項 目 取 所

備考）検査項目の（　）書きは、平成19年度から実施している内容です。

′、試料採取方法

道路等 河川等

【工事延長による場合】

100ｍ以下3箇所程度

100ｍを超える毎に1箇所追加

1工事1検体は1000ｍ未満を限度する

【工事面積による場合】

500Ｉ迂以下は3箇所

500～10001戒は4箇所

1000～150011封ま5箇所

1500Ｉが以上は概ね500ｒｄにつき1箇所採取箇所

を増やす。

【河川渡漠工事】

100ｍ以下は3箇所程度100ｍを超える場合は

50ｍを超えるごとに1箇所採取箇所を増やす。

【河川改修工事】

ｉｏｏｍ以下埠3箇所程度100ｍを超える場合は

100ｍを超えるごとに1箇所採取箇所を増やす。

【池沼工事】

流出入口及び岸辺を3箇所採取する。

【湖及び港湾工事】

河口及び海岸を含み3箇所採取する。
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城陽山砂利採取地整備公社の土壌検査結果

Ｉ．定期検査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：ｍｇ／Ｌ）

年 度
不 適 合 項 目

（基 準 値 ）
分 析 値 再 検 査 値 措 置 等

平 成 16 年 度

総 検 査 数　 94 件

批 素 （0 ．0 1 以 下 ） 0 ．0 1 3 0 ．0 0 4

枇 素 （0 ．0 1 以 下 ） 0 ．0 1 2 0 ．0 0 9

枇 素 （0 ．0 1 以 下 ） 0 ．0 5 5 0 ．0 7 3 場 外 搬 出

ふ っ素 （0 ．8 以 下 ） 1 ．0 0 0 ．5 2

平 成 17 年 度

総 検 査 数　 9 5 件

枇 素 （0 ．0 1 以 下 ） 0 ．0 14 0 ．0 0 3

平 成 18 年 度

総 検 査 数 10 2 件

六 価 クロム

（0 ．0 5 以 下 ）

0 ．0 6 5 ＮＤ 場 外 搬 出

平 成 19 年 度

（4 月 未 現 在 ）

総 検 査 数　 9 件

なし － －

Ⅱ．抜取り検査

年度
不適合項 目

（基準値）
分析値 再検査値 措置等

平成 16 年度

総検査数　 10 件 な　し － －

平成 17 年度

総検査数　 11 件 な　し － －

平成 18 年度

総検査数　 12 件 な　し － －

平成 19 年度

（4月未現在）

総検査数　0 件
－ － －

3


